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１）趣旨

２）発表内容

３）表彰

４）審査項目

５）審査方法

平成31年度 関ブロ青年協 埼玉大会（大会テーマ：建築よく）

【第１分科会：「発展的な未来の建築士会を考えよう 」／各都県活動報告】

第１分科会実施要項

○最優秀賞　1件　（全国大会での発表者）

○優秀賞　1件

○プレゼン賞　1件

○応用賞　1件

○発表感謝賞（上記以外の各発表者へ）

最優秀賞、優秀賞は全体会議にて表彰します。

地域に根ざす我々各建築士会の活動は、地域の固有の課題を解決し、それら発展のため、街づくり、各種研修

会、市民への相談会、建築士同士の懇親を深めることなど多岐にわたります。この分科会は、各建築士会で真摯

に取り組まれている多様な活動の報告、そこで得られた知識の情報共有の場とします。

全国大会の地域実践活動報告にて発表する1チームを選定すること、参加者が各建築士会の多様な活動を把握

し、発展的な未来の建築士会の活動を考えることを目的とします。

地域づくり、街づくり活動、会員拡大に向けた活動、会員同士の交流活動、スキルアップのための研修会など、

建築士会の活動は多岐にわたります。

各都県もしくは各単会の多岐にわたる活動の中から、他の都県や全国の建築士会員の皆様に知っていただきたい

活動を発表してください。

　・あくまでも具体的な活動の発表に趣きを置くものとし，

　　実践の無い「提案発表」は不可とします。

　・応募数は、各都県の建築士会あたり1件とします。

分科会参加者全員が以下①、②の二つの項目を主な審査項目、以下③、④の二つの項目を補助的なサブ審査項目

とし、それら合計の得票により、審査を行います。

主な審査項目

①地域や街への貢献度

②会員への貢献度

サブ審査項目

③プレゼン力

④自分の単会でも活動してみたいか（応用性）

（概要）

投票方法は、分科会参加者による会場審査とします。集計をしやすくするため、

スマートフォンであればだれでも気軽にアクセスできる、投票サイトを利用します。

スマートフォンをお持ちでない方は専用の用紙をお渡しするようにします。

各発表者について、分科会参加者の全てのポイントを合計し、

最も、ポイントの高かった発表者を最優秀賞とし、次点を優秀賞とします。

（上記以外の、各発表者の得票や順位については公表しません。）



１）趣旨

２）実施内容

３）進行表

４）会場レイアウト

平成31年度 関ブロ青年協 埼玉大会（大会テーマ：建築よく）

【第１分科会Ⅱ：「発展的な未来の建築士会を考えよう 」

実施要項

　参加者が、地元の建築士会へ持ち帰り、今後の活動に繋げて地域へのさらなる貢献や自己研鑽に努める事を目

的とし、第１分科会Ⅱではテーブルディスカッションを実施いたします。発表を聞いた参加者が、疑問に思った

ことや聞きたいことを話し合える場になります。地域の特色が表れた各都県代表の発表について話し合うこと

で、各活動をより深く知る機会とします。

　テーブルディスカッション

　第１分科会Ⅰの発表者及びサポーター（１、２名程度）が進行役となり、ディスカッションを行います。テー

ブルは各都県の１０カ所を用意します。参加者は聞きたいことや疑問に感じた事などを、発表者やサポーターに

更によく質問する事が出来ます。質問するためには第１分科会Ⅰを積極的によく聞くことも必要です。発表者及

びサポーターは事前に登録して下さい。ディスカッションの内容を各自都県に持ち帰る為、各都県９名の参加を

お願いします。

14：45～16：25（100分）

開始 終了 所要時間

14:45 1分

5分

40分

8分

40分

講評

閉会の言葉16:25

5分

1分

開会の言葉

進行説明

前半

休憩

後半

※進行内容は変更になる場合がございます。
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　　　　「くむんだー」で「やま」と「まち」をつなぐんだー
　　　　埼玉県産材を使った木組みのジャングルジムワークショップ

なんで分かってくれないの？
　建築士の社会的役割のひとつとして、「社会の発展を
目指した指導者」としての役割があります。
　これまで埼玉県の風土・地域特性を活かした地域発展
の観点から、いわゆる川上と川下（西部山林エリアと東
部住宅エリア）を繋ぎ、県内林業の活性化、県産材の利
用促進、木造技術の維持向上を目指した様々な活動を
行ってきました。
　しかしそこには一般消費者との意識レベルの乖離や画
一的な伝達手段に頼った表現方法によって、大切な事が
伝えられないジレンマがありました。
　いかに多くの消費者に知っていただけるのか、関心を
持っていただくにはどうしたら良いのか、モヤモヤしな
がら手段を模索している最中に始まったのが埼玉建築士
会のメンバーも所属する木の家ネット・埼玉で取り組み
はじめた木組みのジャングルジム「くむんだー」でした。

埼玉県は木材生産と消費の宝庫！
　埼玉県は、何でもあるけど、大きな特徴がなく、何も
ないイメージだと言われますが、実は今回の舞台、秩父
を中心に、優良な木材産地のひとつでもあります。
　関東平野が広がり、山が無く、田畑や宅地が多いイメー
ジの埼玉県ですが、県土面積の約 3割が森林であり、江
戸時代には江戸で使われる多くの材木が埼玉県から運ば
れ利用されていました。
　現在では年間約8万㎥が伐採され供給されていますが、
驚く事に、その 3.5 倍にあたる 29 万㎥の杉・桧が成長
し増加している現状があります。これは一般木造住宅の
6100 戸分に当たる量です。しかも利用可能な林齢約 50
年生以上の人工林が約 8割もあります。
　また、埼玉県の人口は現在約 732 万人で全国代 5位
の人口を抱える大所帯であり、身近な大きなマーケット
でもあります。多くの県民に埼玉県産材の魅力を知って
いただき、使っていただくことが、森林の少子高齢化へ
の歯止めにもなり、健全な森林循環を促すことにも繋が
ることは、言うまでもない事実であります。
　この巨大なマーケットに向けて効果的な発信をするた
めにこのプロジェクトがはじまりました。

くむんだーって何？
　「くむんだー」は木造伝統的構法を応用し、柱と貫と
楔だけで組み立てた木製玩具（ジャングルジム）の愛称
です。スケールは一般住宅の約 1/2 のサイズでつくられ
ています。材料は埼玉県西川材の杉芯去材を利用してい
ます。
　住宅の建て方同様、柱を何本か建て、その間に縦方向、
横方向から貫を挿していきながら、立体の格子を作って
いきます。最初はグラグラではありますが、何本もの貫
を通し、楔で固める事で、子供達がよじ登ってもビクと
もしない木製ジャングルジムが完成します。

「くむんだー」には色々な効果があります！
Ⅰ 難しい話を楽しく学ぶ（大人）
　今までパネル展示や講演会でしか伝えられなかった、
埼玉県の山や林業の状況を、遊びを通じて伝えられるよ
うになりました。子供たちが「トントン・カンカン」とやっ
ている横で、我が子が夢中になっている姿を微笑ましく
見守り、シャッターを切る保護者の皆さんには、
① 埼玉県は優良な木材産地であること 
② 埼玉県の山にはすぐに使える材料がたくさんあること 
③ 埼玉県の木はいい香りで触りごごちがいいこと 
④ 埼玉県の木を使う事は子どもの成長環境にもいいこと 
⑤ くむんだーは清水寺の舞台と同じつくり方であること 
⑥ 伝統的な構法は環境にも優しく次世代型であること
の６つの事をお伝えします。
まさに目の前でつくられているジャングルジムが理想の
家づくりに見えてくる瞬間にもなります。

依頼が増加！地域の価値を上げる

に近郊でのイベント参加も増えてきました。イベントへ
の参加を目的とすることなく、県産材と伝統的木造建築
の魅力を伝え、地域の価値を上げる活動に繋げています。

くむんだー協会も発足！
　くむんだーは誰にでもつくれるという大きな特徴が
あります。伝統的構法は日本の大工さん達が伝えてきた
オープンシステムです。良いものは皆さんに知っていた
だき、普及させる事が最も大切なことだと思っています。
全国の山の状況はほぼ同じはずです。業界で議論して評
論しているだけでなく、外に出て消費者に訴えかけてい
くことが求められています。
　ただ、この仕組みを自らの商売の為だけに利用しよう
とする業界関係者も多いことから、近年、全国「くむん
だー」木のジャングルジム協会が発足し、現在では健全
に「やま」と「まち」を繋ぐ活動に発展しています。
建築士会・青年建築士の役割
　現在、埼玉建築士会青年委員会では、県内の建築団体
と連携しながらこのプロジェクトを進めております。
　建築士会は建築団体として、多くの実績や信用のある
全国組織です。影響力もあるこの団体でこそ、積極的に
普及活動をするべきだと思っています。家づくりについ
ては、子育て世代の若い人たちを中心に伝えていく必要
があります。比較的家づくりを考える世代に近い、我々
青年建築士の役割として、「やま」と「まち」をつなぎ
地域の価値を上げる活動は全国共通のテーマだと思いま
す。是非「くむんだー」と共にこの想いを広めてください。

Ⅱ ものづくりの楽しさを学ぶ（小人）
　「くむんだー」の対象者は主に小学生以下の子供たち
です。最初は注意散漫な子供達も、少し経つと夢中になっ
て真剣に木のジャングルジムを組み立てはじめます。自
分たちの作業によって、徐々に固まりはめじるジャング
ルジムを完成させたいと思う心理が働きます。まさにも
のづくりの醍醐味です。
　このワークショップを通じて、子どもたちには、大き
く二つの事を学んで貰っています。
① ものづくりの魅力・建築士への可能性
　以前は小学生の将来なりたい仕事ランキンングで上位
に入っていた「大工」という職が、現在ではランキング
外になっているようです。実際に自らの手でものをつく
る喜びや楽しさを通して、将来の職人や建築士が誕生す
ることも期待しています。
② 地道な共同作業によっての達成感
　全部で 400 箇所弱ある楔を打ち込むには相当な時間と
体力を使います。短い時間の中で、一人では到底成し遂

げられない作業を仲間と
協力して行う事で、完成
させます。最初はグラグ
ラだったジャングルジム
がいつの間にか、みんな
で乗っても揺れない強固
なジャングルジムへと変
化する事も実感する事が
できます。小さな積み重
ねが大きな達成に繋がる
事を実感してもらいます。
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普及活動をするべきだと思っています。家づくりについ
ては、子育て世代の若い人たちを中心に伝えていく必要
があります。比較的家づくりを考える世代に近い、我々
青年建築士の役割として、「やま」と「まち」をつなぎ
地域の価値を上げる活動は全国共通のテーマだと思いま
す。是非「くむんだー」と共にこの想いを広めてください。

Ⅱ ものづくりの楽しさを学ぶ（小人）
　「くむんだー」の対象者は主に小学生以下の子供たち
です。最初は注意散漫な子供達も、少し経つと夢中になっ
て真剣に木のジャングルジムを組み立てはじめます。自
分たちの作業によって、徐々に固まりはめじるジャング
ルジムを完成させたいと思う心理が働きます。まさにも
のづくりの醍醐味です。
　このワークショップを通じて、子どもたちには、大き
く二つの事を学んで貰っています。
① ものづくりの魅力・建築士への可能性
　以前は小学生の将来なりたい仕事ランキンングで上位
に入っていた「大工」という職が、現在ではランキング
外になっているようです。実際に自らの手でものをつく
る喜びや楽しさを通して、将来の職人や建築士が誕生す
ることも期待しています。
② 地道な共同作業によっての達成感
　全部で 400 箇所弱ある楔を打ち込むには相当な時間と
体力を使います。短い時間の中で、一人では到底成し遂

げられない作業を仲間と
協力して行う事で、完成
させます。最初はグラグ
ラだったジャングルジム
がいつの間にか、みんな
で乗っても揺れない強固
なジャングルジムへと変
化する事も実感する事が
できます。小さな積み重
ねが大きな達成に繋がる
事を実感してもらいます。







１）趣旨

２）開催方法

３）講師・各テーマ内容紹介

平成31年度 関ブロ青年協 埼玉大会（大会テーマ：建築よく）

【第２分科会：「これからの建築材料」／開催県企画】

実施要項

―「セメント」講師―

太平洋セメント株式会社　セメント事業本部営業部　技術グループ 　サブリーダー

福田　康昭（ふくだ　やすあき）氏

埼玉県深谷市出身

平成５年　秩父セメント株式会社（現、太平洋セメント株式会社）入社

技術士（建設部門）（太平洋技術士会　理事　企画委員長）

講演内容

「資源循環型社会や安心・安全な社会の構築に貢献するセメント産業」

参加者へメッセージ

セメントは、明治時代に欧米からわが国に導入されて以来、経済発展や、私たちの安全・安心な生活を支える

ための資材として活用されています。今回、性能や品質面をはじめ、省エネルギー、廃棄物・副産物の再資源

化技術などをご紹介させて頂きます。

　かつて秩父は養蚕により財を成しましたが、洋服文化や化学繊維の登場などで養蚕は衰退しました。養蚕の

変わりに秩父を発展さたのが、武甲山の石灰石です。また武甲山の石灰石は、都心の高度成長を支えました。

しかし、採掘により武甲山の姿は変貌し、現在では景観改善の活動が行われています。

　時代が移り変わり、秩父の産業は変遷しました。限りある資源の中で、建築材料（埼玉県産材等）の知識を

深める事で、持続可能な社会について考える企画です。その事により、これからの建築、そして建築士の役割

について、さらによく考える機会になればと考えます。

　建築材料として埼玉にゆかりのあるセメント（秩父）、木材（西川材、秩父材）、レンガ（深谷）を選びま

した。これらは各都県でも採用される材料ですので、この第２分科会で得た知識、経験を持ちかえり、各都県

で活かして頂けたらと思います。

司会・講師進行の元、３つのテーマに沿って３グループ（１グループ約50人×3＝計150人）に分かれ、講演・

ディスカッションを行います。

・テーマはセメント、レンガ、木材とします。

・どのグループに参加するか大会申込時に第２希望まで希望をとり、希望者が多い場合は抽選とすることにし

ます。

・講師が30分ほど講演し、講演の内容を基に、グループで30分ほどディスカッションします。

・ディスカッションは各グループの中から各都県代表者10名で行います。申込時に第２分科会の参加者から事

前に大会参加申込の際に、第２分科会参加者へ3つのテーマそれぞれ各都県1名（各都県で計３名）を選出して

もらい、名簿を提出してもらいます。当日、参加希望者がいれば参加可能とします。３０分のディスカッショ

ンの中で、参加者からの質疑応答の時間（５分）を設けます。

・各テーマの代表者にどのようなディスカッションしたのか、発表してもらいます。

・最後10分で質疑応答、まとめを行います。

・講演、ディスカッション開始後の参加者の移動は自由とします。



―「レンガ」講師―

一級建築士　埼玉建築士会　さいたま南支部所属

竹内　宣行（たけうちよしゆき）氏

昭和47年さいたま市（旧浦和市）生まれ

千葉大学工学部建築学科卒

講演内容

紙芝居「埼玉煉瓦ものがたり～過去から未来へ～」

参加者へメッセージ

埼玉と煉瓦は、歴史的に切っても切れない深いつながりがあります。へぇ～といったエピソードや、これから

の煉瓦の展望について、みなさんとディスカッションができればうれしいです。

―「木材」講師―

木材ライター

赤堀　楠雄　（あかほり　くすお）氏

昭和38年生まれ 東京都出身　長野県上田市在住

講演内容

「木を育て、利用して、森を守る」

参加者へメッセージ

例えば「間伐材」とは、どんな木だと思われますか？ 木に対するみなさんのイメージや期待をうかがいなが

ら、林業や木材生産・加工・流通の実情をお話しして、お互いを良く知る機会にできればと思います。







平成３１年度 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 埼玉大会 

大会テーマ：建築よく～埼玉秩父に集う未来をつくる青年建築士～ 

第３分科会：クロスロードゲーム（ＣＲＧ）でワークショップ 

 

１．趣旨 

 日本は、世界有数の地震国であり、いつどこで大地震が発生しても不思議ではあり

ません。大地震が発生した場合、家屋の倒壊や津波、火災、山・がけ崩れなどにより、

多くの人々が被災地での生活を強いられることになります。 

クロスロードとは、阪神・淡路大震災で災害対応にあたった神戸市職員へのインタ

ビュー内容から彼らが実際に経験したジレンマの事例をカードにして防災啓発用にゲ

ーム化し、プレイヤーがそれらのジレンマを自分の問題として考えることで災害対応

を考えるきっかけとする「防災ゲーム」です。実際の被災地では正解がない難問が流

出します。その時々で意見の対立が起きてしまいますが、あらかじめゲームを通じて

多様な意見があることを知っておけば、その時、その場で、みんなで正解をつくり出

す力を養えます。 

   建築士は応急危険度判定等により被災地で活動することがあります。ＣＲＧで災害

について考え、知見を深め、有事に備えましょう。 

 

２．プログラム 

６月２１日（金）１４：４５～１６：２５（１００分） 

１４：４５～１４：５０ 趣旨説明 

１４：５０～１５：００ ＣＲＧの説明 

１５：００～１６：１５ 実施 

１６：１５～１６：２５ 講評 

 

３．会場 

ナチュラルファームシティ農園ホテル１Ｆ 食事処楓 

 

４．講師 

防災塾・だるま 

 

５．実施方法 

① グループ分け 

１グループ（４～６人）×１０＝４０～６０人 

※各都県、できるだけ 4名以上の参加をお願いします 

② 役割分担 

ファシリテーター、グループリーダー、書記 

③ ＣＲＧの実践 

④ グループ発表 

  



６．講師紹介 

 

防災塾・だるま 

「防災塾・だるま」は、神奈川大学工学部荏本孝久（えのもと たかひさ）教授の元で、

主に地域防災の活動を研究し、防災に関する講座や講演会を企画・運営するグループです。 

  

 

白田克雄（しろた かつお） 

１９４４年横浜市生まれ。防災塾・だるま会員 

横浜市南区六ッ川第一自治会相談役、横浜市防災ライセンス資機材取扱指導員 

■略歴 

某石油製品販売会社を定年退職後、ヘルパー２級の資格を取り、福祉・介護業界に携わり

ながら、長年に亘り、自治会運営に関わる。横浜市南区六ッ川地区連合自治会防災部長と

して、連合内に自主防災組織「チーム防災六ッ川」を立ち上げ、年間事業として「防災ウ

ォークラリー」などの各種の防災活動を展開。また指定された避難所運営の横浜市立南中

学校地域防災拠点運営委員会と事務局長として従前のやり方の運営改革に取り組んだ。現

在各地でワークショップとして防災シミュレーションゲーム等を依頼され実施している。 

 

中村 俊光（なかむら としみつ） 

１９５４年熊本県天草市生まれ。防災塾・だるま会員。日本防災士会「横浜支部」会員。 

横浜市旭区希望が丘東地区連合自治会役員。現在マンション管理組合理事長。 

■略歴 

某電機メーカーを早期退職後、防災の必要性を感じ、２００６年４月日本防災士機構の「防

災士」資格取得。同年７月株式会社ナカツ防災企画を創業。 

横浜市旭区「区民会議」役員、同「防災分科会」副委員長、神奈川大学生涯学習「防災ま

ちづくりコーディネーター養成講座」運営委員長、横浜市防災ライセンス「資機材取扱指

導員」、横浜市水道局「水のマイスター」等々を実践。神奈川県建築士会女性委員会との出

会いを機に他地域の建築士会や他区自治会からの依頼を受けて、防災シミュレーションゲ

ーム「ＨＵＧ・ＣＲＧ・ＤＩＧ」を実施している。 























平成30年度関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 栃木大会 

全体会議 報告書 

栃木県建築士会 栗原 弘 

大会のスタートと終わりとなる全体会議は例年と異なり、山梨大会以来の３部構成（初日：全体

会議Ⅰ・Ⅱ、２日目：全体会議Ⅲ）とし、全体会議Ⅰでは大会実行委員長、開催県建築士会会長、

関ブロ青年協会長の挨拶を皮切りに来賓挨拶、来賓の紹介、大会日程と構成の説明などがあり栃

木大会の幕開けとなった。全体会議Ⅱは会場の都合でスタンディング（立ち）での会議となり、

例年であれば締めの会議となるが、今年は２日開催であるが１日目に開催した分科会の講評は初

日に、２日目に開催する分科会公表は２日目にと分けて講評を行い、最後に青年協会長による総

評をいただいた。全体会議Ⅱでは第１、第２－Ⅰ、第３それぞれの分科会の報告、第１分科会の

表彰、本年度の活動報告、次年度関ブロ青年協理事の紹介及び新会長の挨拶と活動方針の発表を

行った。最後に来年開催の埼玉大会ＰＲを埼玉大会・島田実行委員長より大会テーマの紹介とＰ

Ｒが行われ、初日の日程を終えた。２日目は第２分科会Ⅱのみ行われ、全体会議Ⅲで担当理事よ

り報告を受けた。そして最後に、青年協会長より大会全体の講評をいただき閉幕となった。 

▲関ブロ青年協・斉藤会長 ▲栃木大会・栗原実行委員長 

▲栃木県建築士会・青木会長 ▲日本建築士会連合会・安田青年委員長 



平成30年度関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 栃木大会 

第1分科会 『 振り返ってみる 』 報告書 

神奈川県建築士会 田中 良明 

第1分科会は、昨年のかながわ箱根大会に続き、二部構成にて行った。また、昨年同様、第一部

で10都県の発表を大会参加者全員で聞く形式とした。景観まちづくり、会員増強・人材育成、防

災、省エネ・気候風土適応住宅、建築士会のＰＲ活動など、様々な切り口での発表内容であり、

原点に立ち返り、建築士会の活動の幅広さを実感できる機会となった。そして、採点方法は、昨

年とは異なり、審査員の採点と会場審査員の得点を合わせた採点形式を採用した。審査員につい

ては、採点シートを使用し、会場審査員については、得点パネルに貼られたシールを集計したこ

とで、集計作業の負担軽減が図られた。 

第二部も昨年同様、各都県の発表内容を更に深く知ることができるように円卓を囲む形式でデ

ィスカッションを行った。途中で休憩を挟み、ディスカッションの時間を２回設けたが、参加者

数が昨年に比べ、少ないことと、席替えを行わなかったこともあり、後半にかけてディスカッシ

ョンではなく雑談になっていった。来年も同様に行う場合は、自由に聞いて周れるようにした方

が良いと思われる。 

全体を通して、振り返ってみると、第1分科会が、それぞれの関心や理解を深まり、問題や情

報の共有の契機となる。そして、活動の礎として、さらなる地域社会への貢献に繋がると確信し

た。 

【審査結果】 

■最優秀賞：長野県 中村 滋宏

ツミキノチカラ 

■優秀賞 ：新潟県 佐藤 秀春

未来の建築士を育てる建築士会活動～米百俵の精神と若者の人材育成～ 

■関ブロ青年協会長賞：東京都 佐藤 麻子

「ふわふわ空気の家」ゴミ袋でつくる防災シェルター 





第２分科会－Ⅰ 「ブラトチギ～まちから学ぶ原点と建築～」報告書

 参加時間 １４：２５～１７：３０（３時間１０分）

報告者 埼玉建築士会 小林  

栃木建築士会 各担当者 

趣旨にあるように、まちを見る方向性は個人個人さまざまであり、歴史、建物、食べ物などを通じて

「原点」に帰ること、「原点」を見返すこと、「原点」から学べることを、「とちぎのまち」を A～E の５コ

ースに分けて実際にを歩き、発見し、感じることを参加者に体験してもらいました。

A コース（原点の保存と利用から学ぶ＜文化遺産の保存・利用について＞） 
参加者：他県９名、自県４名（計１３名）

講話施設：旧栃木市町役場庁舎（４５分）

講話内容：文化遺産の保存、調査について

見学・講話から学んだこと：

調査を行われている市職員の田中さんからは、最近まで町役場として使用しており、東日本大震

災の体験談ではかなりの揺れを体感したと伺うことができ、講話をしてくださった石本設計の石本

さんからは、調査の折にあけられた要所要所の開口部より構造骨格を見ながら、当時の技術や

材料の地域性、時代背景が伺え、外壁のデザインや階段の手すりにいたる意匠の元になった背

景を参加者に問いかけることもあった。

見学施設：横山郷土館（３０分）

見学から学んだこと：

明治時代に建てられた麻問屋と銀行を併用した建物で、堀を利用した麻の運搬（地域性）、大谷

石を使った２棟の石蔵（銀行に使われた石蔵は屋根部分に耐火煉瓦が使われている）、豪商横山

家の財力をものがたっていた。

その後自由散歩（１時間３０分）

第２分科会－Ⅱディスカッションテーマ：文化遺産の保存・利用について

▲旧栃木町役場にて。講師による説明

B コース（コンバージョンから学ぶ＜既存建物再利用について＞） 
参加者：他県２５名、自県４名（計２９名）

講話施設：栃木市役所（新庁舎）（４５分）



講話内容：既存建物再利用について 
 
見学・講話から学んだこと 
商業ビルを１階をデパート、２～５階を栃木市役所にコンバージョンした建物で、行政の生の声が

聞くことができた。 
 
見学施設：蔵の街美術館（３０分） 
 
見学から学んだこと 
 
その後自由散歩（１時間１５分） 
第２分科会－Ⅱディスカッションテーマ：既存建物再利用について 
 
 
C コース（伝統建築物（蔵）から学ぶ＜蔵の修復から保全について＞） 
参加者：他県３３名、自県４名（計３７名） 
 
講話施設：楡井家土蔵（４５分） 
講話内容：蔵の修復から保全について 
 
見学・講話から学んだこと 
土塗り壁の工程に立会い左官職人の話を中心に、同じ業界でも業種や仕上げ方での違いでカル

チャーショックを受けた参加者もいた。 
 
見学施設：伝楽あぶでん（３０分） 
 
見学から学んだこと 
木樽で味噌を作っているところで、味噌がとてもおいしく、味噌田楽とお茶がこんなにも会うものか

との参加者の声。 
 
その後自由散歩（１時間１５分） 
第２分科会－Ⅱディスカッションテーマ：蔵の修復から保全について 
 
 
D コース（伝統建築物（邸家）から学ぶ＜伝統建築物の保存／調査について＞） 
参加者：他県２５名、自県４名（計２９名） 
 
講話施設：岡田家翁島別邸（４５分） 
講話内容：伝統建築物の保存／調査について 
 
見学・講話から学んだこと 
 
建築主であり、伝統建築の改修に携わった人の話が聞けた。 
 
見学施設：岡田記念館（３０分） 
 
見学から学んだこと 
 



その後自由散歩（１時間３０分） 
第２分科会－Ⅱディスカッションテーマ： 伝統建築物の保存／調査について 

  
▲岡田記念館 
 
E コース（私の見つけた栃木＜栃木市の魅力を発見・発掘～フォトコンテスト） 
参加者：他県７名、自県４名（計１１名） 
 
講話施設：栃木市神明宮（４５分） 
講話内容：栃木県名の由来や歴史について 
 
見学・講話から学んだこと 
 
講話の前に夏の例大祭である水草で作られた輪を８の字を描くようにくぐることで祈願する「茅の

輪」くぐりを体験し、宮司さんの講話を聞けた。 
 
見学施設：自由散歩・・・「美」「色」「職」「食」をテーマに自由に建築（物、建築でも可）を見てもら 
               い写真を撮ってもらう。（１時間５５分） 

  
▲神明宮鳥居、奥に見えるのが本殿 
 
第２分科会－Ⅱディスカッションテーマ： 栃木市の魅力を発見・発掘～フォトコンテスト～ 
 
 
最後に大会終了後の各都県からの意見ですが、 
自由散歩についてのアナウンスを聞き取れなかった参加者がいた。 



協賛されていた飲食店のアナウンスがあればよかった。 
とちぎ蔵の美術館に併設されていた屋台を巻き込むことはできなかったのか？ 
など、住民とのコミュニケーションが薄かった声が多くあがりました。 
 
 



平成 30 年度 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 栃木大会 

第三分科会「建築物省エネ法で源点回帰」報告書 

群馬建築士会 島﨑 重德 

 

 第三分科会では、2020年に予定されている新築住宅の省エネ基準適合義務化への対応を考えつつ、建

築物省エネ法で規定されている気候風土適応住宅についても学ぶことで、連綿と継承されてきた建築文

化にも目を向けました。参加者は重要伝統的建造物群保存地区のある栃木市で、建築の源点について考

え、省エネ基準とともに、我々の風土や景観についても考えました。 

 本分科会では、参加者への質問を挙手で答えて頂くことで、全参加者とこれらの問題に対する現状認

識の共有を図りました。以下、プログラム内容になります。 

 

① 建築物省エネ法について 

講師 秋山 洋一 氏 (一般社団法人 日本住宅性能評価機構 評価員、住宅省エネ技術講習会 講師) 

② 気候風土適応住宅について 

講師 篠 節子 氏 (篠計画工房代表、日本建築士会連合会 環境部会 副部会長) 

③ 実例 気候風土適応住宅 

講師  綾部 孝司 氏 (有限会社 綾部工務店 代表取締役、サスティナブル建築物等先導事業者) 

④ 長野県での取り組みについて 

講師 星野 武光 氏 (関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 相談役、長野県建築士会) 

⑤ 講師によるパネルディスカッション 

 

本分科会には当初 43 人の参加者がおり、参加理由を質問したところ、気候風土適応住宅について学

びたい人が 25人、建築物省エネ法について学びたい人が 15人、建築の文化について学びたい人が 3人

でした。多くの参加者が、これから対応に迫られる新築住宅の省エネ基準適合義務化とともに、気候風

土適応住宅にも関心を持っていることを知ることができました。 

パネルデスカッションでは、講師の方々から省エネ基準適合義務化へ向けたアドバイスを頂くことが

できました。共通していたことは、まだ、計算をしたことがない人は、まずは計算をしてみることを勧

めてくださいました。計算をすると分かってくると力強くアドバイスをして頂きました。 

最後の参加者への挙手による質問では、すべての参加者がこれらのことを、もっと学びたいと答えて

いました。気候風土適応住宅に関しては、各都県での進められているヘリテージマネージャーの活動と

つながっていくことが期待できます。 

 

 



 

 

平成30年度関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 栃木大会 

大懇親会 報告書 

栃木県建築士会 栗原 弘 

「栃木色」を出した大懇親会 

本大会の大懇親会は「栃木色」を大いに出した内容を企画しました。参加者は、各都県の参加者

が交流できるように自由席とし、普段なかなか接することのできない会員同士と交流できるよう

にし開催されました。 

 懇親会始まる前のＢＧＭとして、栗田智水さん・井上智美さんのフルートとエレクトーンによ

る演奏は会場の雰囲気に落ち着きと和やかさを醸し出してくれました。開会し、栃木市長・大川

秀子氏、栃木県建築士会・青木会長の挨拶にはじまり、その後、栃木の地酒で乾杯。（地酒で乾

杯というのは実は栃木県条例で定められています） 

  
▲栗田智水・井上智美デュオによる演奏     ▲栃木市長・大川秀子氏 

毎年恒例になっている各都県からの地酒が並べられ、参加者それぞれ料理やお酒を交わしながら

貴重な交流の場を楽しんでいました。そして宴の余興として、ご当地アイドル「とちおとめ２５」 

によるライブが始まると、予想だりしない盛り上がりを見せ、まさに参加者全員が一体となった

瞬間でした。終盤には来年度開催の埼玉建築士会の会員によるＰＲを行いました。 

 
▲とちおとめ２５ 



 

ここ数年、このＰＲタイムが定着しており、さらに参加者を促す良い機会ではないかと思います。

埼玉大会・島田実行委員長より埼玉大会のアピールと大会参加のお願いのあと、栃木士会から会

場案内看板の引継ぎを行いました。楽しい時間というのはあっという間に過ぎるもので、栃木士

会青年副委員長の工藤健志の挨拶により大懇親会を閉会しました。 

「栃木色」を大いに出し地元の魅力の再発見と良さを出すことができた大懇親会は、今大会のテ

ーマ「Ｒｅ：源点回帰」に沿うカタチで目的は達成できたのではないかと思います。 

  

 



平成 30年度全国建築士フォーラム開催報告 

行 事 名 称 全国建築士フォーラム	 in	 さいたま 会 場 ソニックシティ 市民ホール 

開 催 日 時 平成 30年 10 月 25 日 16:30～21：00 報 告 者 連合会青年副委員長 稲見 公介 

開 催 趣 旨 テーマ：「僕らが考える 明日、 10年後の建築

士」	

次世代を担っていく青年建築士の皆様に、建築

士、建築士会が 10 年後にどうあるべきかを、外部

講師のワークショップを受けながら、討論し考えて

いただく。	

内 容 ➀綱領唱和 

➁平成 29年度委員長会議説明 

➂委員長会議のスローガンディスカッション 

➃建築士会活動として関わりたいテーマのディス

カッション（4つのテーマがある） 

⑤ 10 年後の建築士、建築士会についてのグルー

プディスカッション 

 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

事 
 
 
 

項 

◇趣旨に対する成果 

ワークショップの内容は概ね満足頂けたようで、議論が白熱し、タイムオーバーになるグループも複数あった。 

10 年後の建築士、建築士会を考えてどのような活動をしていくべきかを、建築士の人間的成長、建築士の社会的立場の向上、

労働環境や、働き方改革、報酬の向上という 4 つのテーマで討論した。参加者の意見としては建築士会活動を通じて、建築

士の人間的成長をしたいという意見が半数近くあり、建築士の社会的立場をあげたいという意見が次に多く、全体でこの二

つを合わせると 7 割の参加者が建築士会に望むことが業務報酬や労働問題でなく、自分たちの成長や地位向上を望んでいる

ことがわかり、今後の建築士会の活動のすすむべきあり方が、みえた結果となった。 

外部講師を招いたことで、ワークショップの進め方を学べたり、活動に対して目的付けや目標設定が多くの参加者や建築士

会でうまく出来ていないこともわかり、参加者が単会にこの学びを持っていき広げることで建築士会のさらなる発展や活動

のクオリティがあがることになるそんな素晴らしいワークショップになったと感じている。 

◇課題・検討事項 

 時間がメガワークショップと考えると短く、まとめきることが出来ないグループもあったため、もう議論する内容を狭め

た方が良かったのかもしれない。 

参加者数：フォーラム 226 名、懇親会 207 名 

開催状況 

 

 



第 61回 建築士会全国大会 埼玉大会 開催報告書 

行 事 名 称 平成 30年度 全国大会「埼玉大会」 青年委員会

セッション地域実践活動アワード報告 

会 場 大宮ソニックシティ ビル棟 

市民ホール 401～403 会議室 

開 催 日 時 平成 30年 10 月 25 日 10:00～12：00 報 告 者 日本建築士会連合会青年委員会 伊藤 憲吾 

開 催 趣 旨 各地の活動を発表することでの会員相互の研

鑽。 

表彰制度を設けることでの活動の奨励。 

同時に各地の災害情報を発表することでの問題

共有化。 

内 容 各ブロックの発表は地域に根差した活動が発表さ

れた。多くの来場者に情報共有がなされ、投票も多

くの方に参加いただいた。最優秀、優秀賞は式典で

表彰された。 

新たに「連合青年委員会賞」を設け、投票の数的有

利によらない審査も行った。 

西日本、阪神、北海道の各地の災害情報を発表して

いただいた。 

 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

事 
 
 
 

項 

◇ 趣旨に対する成果 

各地の発表はどれも地域性に富んだものであり、参加した方に興味深く聞いていただけたように感じた。投票にも多くの方

が参加していただき、より深く知っていただくことにつながったように思う。投票審査結果は下記の通り。 

■最優秀賞：長野県（関東甲信越ブロック） 

■優秀賞：熊本県（九州ブロック） 

■連合会青年委員会賞：熊本県（九州ブロック） 

また、同時開催で行った災害状況報告も多くの参加者が耳を傾けた。報道だけでは得られない情報や建築士ならではの災害

の受け止め方も見受けられ、今後の建築士会としての連携に良い課題を与えたと思う。 

◇課題・検討事項 

より多くの方に地域の活動を共有することを目的としている取り組みであり、成果を上げているものと考えてはいるが、発

表後の発展が見受けられないように感じる。表彰結果の会員への周知活動や、良い活動の継続状況を知る仕組み、地域同士

の複合化した取り組みへの発展、そういった交流こそがセッションと呼ぶにふさわしいのではないかと思われる。 

企画においては、目標を定め、運営の安定化を図り、広報の在り方を整理しつつ、今後の連合会役員の引継ぎを円滑に行う

必要性を感じている。発展的な変化が必要と感じる。 

参加者数：有効投票数票 244 票 

開催状況 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



我々の存在目的

地域と建築士の「より良い」を目指す。

我々のアイデンティティ

アーキテクチュアル　スペシャリスト
～建築職種の輪を広げる革新者の集団～

我々の使命

責任と誇りを胸に
現在と将来の安心を地域に提供することで

社会的信頼を獲得する。

我々はどこへ行くのか

建築士の資質・人間的な成長：

建築士の報酬：
建築士の労働環境・働き方：
建築士の社会的な評価：

若手建築士による建築士会活動の発信を促し、
未来をつくる
建築士の適正な報酬を公言する
様々な建築士の働く状況を知ろう
こどもたちに建築と建築士を知ってもらう

2019.03.02　平成 30年度全国青年委員長会議にて

公益社団法人日本建築士会連合会
青年委員会





 

 

平成３０年度 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 活動指針 

 

関東甲信越建築士会ブロック会 

青 年 建 築 士 協 議 会 

会 長   後 藤  直 也 

●はじめに 

関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会（以下関ブロ青年協）の活動指針を周到し、未来を見

据えた運営のあり方を模索していきます。 

 

●関ブロ青年協の位置づけ 

関ブロ青年協は文字通り青年建築士の１０都県の協議会です。そのため各都県の活動の情報共有をし、

協議を行う事を主としながら、そこから自都県に有益な情報を持ち帰り、活かし各々の単位士会の活性化

を目的とするものと考えます。またブロック協議会として共通課題・問題・展望を見出し、同じベクトル

に向いて解決・創出していく事業の企画・実施を行います。その為に関ブロ青年協理事は各都県からの代

表として出向している認識の元、自覚を持ち、橋渡しの役を担いながらブロック全体の活性化に努めるも

のと考えます。 

 

●関ブロ青年協ブロック大会について 

 関東甲信越ブロック圏の青年建築士へ向け、建築士としての発展に寄与する情報共有・成果発表・意見

交換の場として関ブロ青年協主催、開催県士会主管の元、計画実施します。ブロック大会計画に当たって

は開催県とよく協議を行い、詳細にいたるまで理事会での承認を行い、状況を鑑みながら主催者側として

運営をサポートし、大会の成功を目指して参ります。 

 

●今年度の運営について 

 ①執行部会・３部会の設置について 

 今年度も運営組織に修正を加え、理事会とは別に執行部会他３部会を設置します。関ブロ青年協はブロ

ック大会時の理事会を除き、年２回定例理事会+臨時理事会で規定されています。最終的な活動成果の場で

あるブロック大会を見据え、ブロック活動の活性化を図るため、ＷＥＢ会議等で１年間の中で協議を行う

場を増やすとともに、主体となる３部会の役割を定め、執行部会で共有・協議を重ね、理事メンバーへ公

開しながら意見を交わし、限りある理事会で有効な協議・決議ができるように努めます。 

 

 ②企画書の検討・事業実施 

 昨年度に理事の皆様から頂いた企画書と新理事の皆様から頂く企画書とを再度協議・検討しブロック活

動で実施されないものとしても各都県の活動の一助になる内容がさらに起案される事が想像されます。今

年度ブロックで実施する事業として再度検討し、さらにその内容から発想し新たな提案等が生まれること

も想像できます。今年度も年間スケジュールにおいて臨時理事会の実施を考慮せず、その運営予算を代替

えとして企画案から創出されるブロック事業費として充てたいとかんがえております。 

 

●その他 

ブロック内での連合会全国大会青年委員会プログラム（北海道[函館]大会）への代表発表者選出・協力 

上記内容を踏まえ、ブロック内のネットワークを活かし、他ブロックや親会・連合会との連携を図りなが

ら理事会の交流・協働・活性化を目指したいと考えます。 



 

 

平成３０年度 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 活動報告 

 

関東甲信越建築士会ブロック会 

青 年 建 築 士 協 議 会 

会 長   後 藤  直 也 

1、関ブロ青年協 理事会開催 

第 1回 日時：平成 30年 6 月 16日（土）8：50〜9：30 

会場：栃木グランドホテル（栃木市） 

主たる議題：①役員選任と新理事紹介 

      ②平成 30年度 活動指針説明 

      ③令和元年度 関ブロ埼玉大会開催案について 

④関ブロ青年協議会の今後の活動について 

 

第 2回 日時：平成 30年 10 月 13日（金）13：00〜17:00 

会場：東京建築士会会議室（中央区日本橋富沢町） 

主たる議題：①平成 30年度関ブ口理事会組織図、活動内容確認 

②平成 30年度各都県事業計画及び活動報告 

③全国さいたま大会セッション等について 

④関ブ口栃木大会開催報告 

⑤関ブ口埼玉大会実施協議（各分科会） 

⑥各部会活動状況報告 

⑦関ブ口茨城大会状況確認 

 

第 3回 日時：平成 31年 2 月 9 日（土）13：00〜17：30 

会場：東京建築士会会議室（中央区日本橋富沢町） 

主たる議題：①関ブ口栃木大会 収支報告承認 

②平成 30年度各都県事業計画及び活動報告 

③関ブロ埼玉大会実施開催案・予算案承認 

④関ブ口茨城大会開催日、会場承認 

⑤各部会活動状況報告 

 

2、各部会活動報告 

①ブロック大会管理・推進部会 

・関ブ口埼玉大会開催県理事を主体に、主管県としてブロック大会の企画運営を行った 

②ブロック活動創造部会 

・関ブ口埼玉大会第 3 分科会にて「クロスロードゲーム」の開催に向け、日常における防災意識の啓

発にと、建築士の防災における知見向上に向けた取り組みを協議した。 

③広報・連携づくり部会 

・関東甲信越建築士会ブロック会の全体スケジュール作成を計画し、都県毎の活動の一覧化による交

流促進と、関ブロ青年協活運営の円滑化を図った。 
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